
　
2022年６月期  第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2022年５月９日

上場会社名 北川精機株式会社 上場取引所  東

コード番号 6327 ＵＲＬ  https://kitagawaseiki.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）内田　雅敏

問合せ先責任者 （役職名）執行役員財務部長 （氏名）西田　圭司 ＴＥＬ  0847-40-1200

四半期報告書提出予定日 2022年５月13日 配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無：無

四半期決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期第３四半期 3,406 △16.4 308 △39.4 398 △23.3 339 △27.8

2021年６月期第３四半期 4,077 53.7 508 44.5 518 46.1 470 157.3

（注）包括利益 2022年６月期第３四半期 349百万円（△30.0％） 2021年６月期第３四半期 499百万円 （167.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年６月期第３四半期 48.09 －

2021年６月期第３四半期 64.71 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年６月期第３四半期 8,491 2,547 30.0

2021年６月期 5,853 2,227 38.1

（参考）自己資本 2022年６月期第３四半期 2,547百万円 2021年６月期 2,227百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年６月期 － 0.00 － 5.00 5.00

2022年６月期 － 0.00 －

2022年６月期(予想) 5.00 5.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,000 3.7 560 3.5 550 0.6 460 △6.6 65.20

１．2022年６月期第３四半期の連結業績（2021年７月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年６月期の連結業績予想（2021年７月１日～2022年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年６月期３Ｑ 7,649,600株 2021年６月期 7,649,600株

②  期末自己株式数 2022年６月期３Ｑ 586,289株 2021年６月期 594,889株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年６月期３Ｑ 7,059,450株 2021年６月期３Ｑ 7,270,404株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規 －社  （社名）            、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、【添付資料】５ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の

変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績予想は、本資料発表時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、【添付資料】２ページ

「１.当四半期決算に関する定性的情報（３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種の進展によ

り、徐々に持ち直しの動きがみられるものの、変異株の出現による感染再拡大やウクライナ情勢による原材料・海

上運賃の価格上昇など、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

また、長期化する新型コロナウイルス感染症の影響が社会に不確実性をもたらす状況は現在も継続しております

が、その中で労働・教育・医療の分野におけるリモート技術の活用など、従来なら何年も掛かったであろうＤＸや

ＩｏＴ化の動きが急速に進みつつあり、プリント基板関連装置メーカーである当社にとって息の長い成長機会も現

出しております。

このような状況のもと当社グループは、新中期経営計画「持続的進化への挑戦～社会と共に成長する強いＫＩＴ

ＡＧＡＷＡ～」を策定しました。環境の変化に合わせ、より機動的・能動的に市場の動きを捉えて収益機会を確実

に獲得するとともに、将来に向けて持続可能な成長基盤を堅固なものとすることを目標として、３つの重点項目

「既存事業での技術的深化と新規事業への経営資源集中による持続的成長の岩盤造り」「市場拡大に合わせた生産

能力増強と収益性・競争力・製品／サービス品質向上の両立」「活力溢れる強い組織作りとそれを支えるデジタル

化の推進」に取り組んでおります。（目標2024年６月期：売上高5,300百万円、営業利益600百万円）

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高3,406百万円（前年同四半期比16.4％減）、営業利

益308百万円（前年同四半期比39.4％減）、経常利益398百万円（前年同四半期比23.3％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益339百万円（前年同四半期比27.8％減）となりました。

なお、当社グループの主要製品は、案件毎に個別の仕様に基づいて設計・製造を行うため、納期・受注金額にバ

ラツキがあり、大型案件になるほど売上までに長期間を要し、四半期単位での売上高が大きく変動するという特徴

があります。

セグメントの経営成績は次のとおりであります。

（産業機械事業）

銅張積層板・多層基板成形用のプレス装置、自動車部品・樹脂成形用プレス装置、搬送機械など多様な案件を

獲得し、受注は好調に推移しております。鋼材価格上昇や調達部品の長納期化への対応については、一部汎用品

の在庫保有や受注時の早期発注などにより、納期短縮と原価低減に努めてまいりました。売上高は期初計画どお

り推移しており、売上高3,276百万円（前年同四半期比17.0％減）、営業利益290百万円（前年同四半期比41.0％

減）となりました。

（その他）

油圧機器は内部売上が増加したため、売上高130百万円（前年同四半期比0.7％減）、営業利益19百万円（前年

同四半期比27.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資　産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は8,491百万円となり、前連結会計年度末に比べて2,637百万円の増加とな

りました。これは主に、現金及び預金340百万円、受取手形、売掛金及び契約資産954百万円、仕掛品956百万円、

建物及び構築物（純額）207百万円の増加によるものであります。

（負  債）

負債合計は5,944百万円となり、前連結会計年度末に比べて2,318百万円の増加となりました。これは主に、支払

手形及び買掛金337百万円、電子記録債務756百万円、契約負債(前受金)1,132百万円の増加によるものでありま

す。

（純資産）

純資産合計は2,547百万円となり、前連結会計年度末に比べて319百万円の増加となりました。これは主に、親会

社株主に帰属する四半期純利益339百万円の計上と、配当金の支払い35百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年６月期の連結業績予想につきましては、2021年８月19日公表の業績予想を修正しておりません。

なお、ロシア・ウクライナ情勢による当社グループへの直接的な影響はありませんが、資源価格などの高騰が続

いた場合、収益に影響を及ぼす可能性があります。

また、新型コロナウイルス感染症再拡大による海外渡航制限の長期化や調達部品の長納期化、原材料・海上運賃

上昇などが今後の業績に影響を及ぼす可能性があります。

今後、業績に大きな影響が見込まれる場合は、速やかにお知らせします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,493,357 1,833,798

受取手形及び売掛金 1,443,867 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 2,398,423

商品及び製品 1,470 574

仕掛品 899,049 1,855,659

原材料及び貯蔵品 101,930 136,930

その他 139,899 271,678

貸倒引当金 △3,999 △6,665

流動資産合計 4,075,576 6,490,399

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 439,128 647,072

土地 962,660 962,660

その他（純額） 134,341 122,375

有形固定資産合計 1,536,131 1,732,109

無形固定資産 21,464 27,006

投資その他の資産

その他 230,237 251,708

貸倒引当金 △9,790 △9,790

投資その他の資産合計 220,447 241,918

固定資産合計 1,778,043 2,001,034

資産合計 5,853,619 8,491,433

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 355,866 693,567

電子記録債務 502,718 1,259,141

短期借入金 1,000,000 1,000,000

未払法人税等 73,779 51,637

前受金 449,736 －

契約負債 － 1,582,164

賞与引当金 21,640 58,934

製品保証引当金 44,000 37,500

その他 277,313 288,043

流動負債合計 2,725,055 4,970,988

固定負債

長期借入金 541,685 593,483

役員退職慰労引当金 1,821 2,297

退職給付に係る負債 353,244 373,502

その他 3,994 3,831

固定負債合計 900,744 973,114

負債合計 3,625,800 5,944,102

純資産の部

株主資本

資本金 300,000 300,000

資本剰余金 660,987 661,216

利益剰余金 1,539,368 1,843,606

自己株式 △332,729 △327,919

株主資本合計 2,167,625 2,476,903

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 50,135 50,787

為替換算調整勘定 10,057 19,640

その他の包括利益累計額合計 60,193 70,427

純資産合計 2,227,818 2,547,331

負債純資産合計 5,853,619 8,491,433

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2021年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 4,077,619 3,406,980

売上原価 3,171,089 2,668,603

売上総利益 906,530 738,376

販売費及び一般管理費 397,655 430,195

営業利益 508,874 308,180

営業外収益

受取利息 313 557

受取配当金 577 676

為替差益 15,049 87,750

補助金収入 2,000 66,772

その他 15,836 7,572

営業外収益合計 33,777 163,329

営業外費用

支払利息 19,620 15,490

固定資産除却損 － 26,456

デリバティブ評価損 － 30,716

その他 4,032 619

営業外費用合計 23,652 73,283

経常利益 518,998 398,226

税金等調整前四半期純利益 518,998 398,226

法人税等 48,515 58,714

四半期純利益 470,483 339,511

親会社株主に帰属する四半期純利益 470,483 339,511

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2021年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日

　至　2022年３月31日)

四半期純利益 470,483 339,511

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 22,579 652

為替換算調整勘定 6,265 9,582

その他の包括利益合計 28,845 10,234

四半期包括利益 499,328 349,746

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 499,328 349,746

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間(自2020年７月１日  至2021年３月31日)

（自己株式の取得）

当社は、2020年９月８日開催の取締役会決議に基づき、2020年９月９日付けで東京証券取引所の自己株式立会

外買付取引(ToSTNeT-3)により、自己株式322,600株を取得しております。また、2020年11月12日開催の取締役会

決議に基づき、2020年11月13日付けで東京証券取引所の自己株式立会外買付取引(ToSTNeT-3)により、自己株式

270,400株を取得しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が331,567千円増加し、当第３四半期連結会計期間

末における自己株式が332,682千円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に与える影響はなく、当第３四半期連結累計期間の損

益に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることとし、「流動負債」に表示していた「前受金」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」として表示

することとしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度に

ついて新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしました。なお、これによる四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。
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